
公表：令和５年２月２８日

事業所名　　薩摩川内市子ども発達支援事業施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）２５人　　回収数　２０　　　割合　８０％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

18 1 0 1

・椅子に座り学ぶ教
室、思い切り体を動
かせるスペース、多
目的室など活動ス
ペースは充実してい
る。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 16 0 0 3

・毎回実際何人の子
どもが登園して、何
人の先生がついた
か、わからない。
・活動を見た時には
たくさんの先生がつ
いているんだなと感じ
た。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境*１になっているか。また、障がい
の特性に応じ、事業所の設備等は、バリア
フリー化や情報伝達等への配慮が適切にな
されているか

14 1 1 4

・療育参観では、施
設(安全面の配慮や
バリアフリーを含む)
や職員紹介などを入
れる。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となっているか

17 1 0 2

・つくし園の日を楽し
みにしているので、楽
し心地よい環境を
作っていただけてい
るんだと思う。

・連絡帳(保護者との
交換日誌)に、その
日の担当職員を記
入する。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画*2が作
成されているか

19 0 0 1

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されているか

18 0 0 2

・週報に「児発ガイド
ライン」を明記したこ
とで、保護者の理解
度は高まったが、支
援計画作成時等にも
ガイドラインに沿った
療育づくりの説明を
入れる。

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか

19 0 0 1

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工夫さ
れているか

19 1 0 0

・家庭ではできないよ
うな活動(クッキング、
長距離の散歩、足
湯、買い物体験など)
して頂き、子供達がと
ても喜んでいます。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会が
あるか

14 2 0 4

・コロナでなかなかだ
と思います。

併行通園児について
は、特別な対応は必
要ないが、本園のみ
当園の園児について
は、保護者承諾のも
と、近隣保育園等と
の交流も設定してい
きたい。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



10
運営規定、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか

20 0 0 0

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援内
容と、これに基づき作成された「児童発達支
援計画」を示しながら支援内容の説明がな
されたか

20 0 0 0

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング*4等）が行われているか

13 4 0 3

悩みがある時は先生
達が色々話を聞いて
くれるので助かります

計画的な家族支援
のためのプログラム
作りは、今後の重要
課題としていく。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題につ
いて共通理解ができているか

20 0 0 0

連絡ノートやLINEグ
ループ、個別LINEな
どでこまめに連絡が
取り合えて助かりま
す。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか

19 1 0 0

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

14 5 0 1

・この間初めて保護
者会があり色々な話
を聞けたし、他の保
護者の方とも話が出
来て心強かったので
また機会があれば嬉
しいです。
・交流会などありまし
たが、仕事があるの
で平日の参加は難し
いです。

保護者会活動につ
いて、同じ悩みをも
つ保護者同士の仲
間作りという視点で、
内容精査や保護者
全員への目的の浸
透、職員との協働態
勢を構築する。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や
申入れをした際に迅速かつ適切に対応され
ているか

19 1 0 0

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

20 0 0 0
・こまめにご連絡いた
だいていると思いま
す。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されているか

19 1 0 0

・今年からのLINEで
予定表を連絡しても
らっていて、それが便
利で、助かっていま
す。また、課外活動で
紙の連絡帳が無いと
きはLINEで報告して
いただき、助かりま
す。

19
個人情報の取り扱いに十分注意されている
か

16 1 0 3

・保護者活動で名簿
を見ましたが、漏れる
ことはないと思います
が誕生日や所属幼稚
園、保育園まで載っ
ていたので、保護者
活動で使う名簿はク
ラス名、名前、年齢ぐ
らいで良いのでは？
と思いました。

個人情報の保護に
ついて、研修・検証
を実施する。

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、発生を想定し
た訓練が実施されているか。

17 0 0 3
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21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

16 0 0 4

・訓練で園まで迎え
に行くの訓練はした
が、もしすぐ迎えに行
けない時の子供達の
誘導などは大丈夫な
のかな？と思った。
・課外活動が多く、子
供がとても楽しみにし
ています。訓練に関
係して、中郷の薩摩
川内市消防署の防災
センターに行くのはど
うでしょうか。災害の
擬似体験ができた
り、消防車が見れた
りして、楽しいと思い
ます。

毎月の避難訓練だ
けでなく、保護者と協
働した引き渡し、社
協との合同訓練、近
隣施設との協同、防
災施設の参観などを
組み入れ、保護者に
も広報していく。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 19 1 0 0

・毎日つくし園に行く
のを楽しみにしてま
す！
・つくし園が大好きな
ので、子供にとって楽
しく
　て、自分を受け入
れてくれる安心できる
場所な
のだと思います。

23 事業所の支援に満足しているか 19 1 0 0

・子どもがつくし園
に通うのを毎回とて
も楽しみにしていま
す。いつも楽しい活
動を計画してくださ
り感謝しておりま
す。
・時々つくし園に行
くと、子供への声掛
けやその時の子供
の様子から、日頃
から先生や職員さ
ん方が子供の特性
を分かった上で、愛
情を持って子供に
接していただいてい
るのがよく分かりま
す。 色々な場面で
肩身の狭い思いを
することがあるの
で、家族以外で子
供に愛情を持って
接していただける
存在は本当にあり
がたかったです。

・一人一人の特性を
理解し、個に応じた
支援や対応をチーム
で組織的にしていく
態勢は、本園の強み
としてこれからも更な
る充実を図っていき
たい。
・遊びを通した様々
な発達支援の中で、
人との関わりや自ら
の特性への気づきな
ど、これからの成長
過程において、自立
できることを目標とし
ていきたい。

*1 この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすること。

*4 保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶこと。子どもが
適切な行動を獲得することを目標としている。

*2 児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関する
アセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支
援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支
援管理責任者が作成する。

*3 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休
日／長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。
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